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Andy Warhol, “Bianca Jagger at Halston's House, New York” (detail), c.1977-1980, 
Gelatin silver print, thread, 97.47 x 113.67 cm

ミヤケファインアートでは 3 月 31 日（土）より「Andy Warhol Stitched Photographs」展を

開催いたします。本展ではアンディ・ウォーホル自身が撮影した前ローマ法王ヨハネ・パウロ2世、

ミック・ジャガーの最初の妻で、政治活動家であったビアンカ・ジャガー、女優ライザ・ミネリ

らの写真を、それぞれ反復させ縫合（Stitch）することによって構成された４作品を紹介致します。

9歳で両親から与えられたコダックのブローニー・カメラで写真を撮り始めて以後、ウォーホルに

とって写真は、自己の作品と密接な関りを持つ表現媒体でした。ウォーホルが商業的イラストレー

ターからアーティストとしての自覚を持つにいたる過渡期の1962年には、スピード写真を用いた肖

像表現を模索し、こうした写真に基づく作品制作は、以後70年代初頭までの彼の重要な表現法とし

て用いられました。また63年からは、実際に自らの撮影ブースで制作した写真を一連のシルクスク

リーンの作品などに頻繁に利用しています。さらに1976年頃には、これらの複数の同一写真を並べ

て縫い合わせ、ウォーホル作品に特徴的な反復するイメージを用いた Stitched Photographs の作例

を見ることができます。

ウォーホルの芸術は写真と切り離せないものであり、少なくとも300点以上の彼のペインティング制

作の源泉は写真のイメージであったとも言われています。本展は、小規模ながらも国内では見る機会

の少ないウォーホルの Stitched Photographs の一例をご覧いただく貴重な機会です。

今回ご紹介する作品は 1967 年からウォーホルの片腕として作家やファクトリーの活動を支えた

ビジネスマネージャー、故フレデリック・W・ヒューズ氏のコレクションに由来します。

本展をぜひご高覧いただけますようお願い申し上げます。


